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11
月
27
日
（
日
）、
新
築
の
東

京
都
医
師
会
館
に
な
っ
て
初
め
て

の
都
民
公
開
講
座
が
朝
日
新
聞
社

と
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で

第
15
回
を
数
え
る
講
座
に
は
９
５

０
名
を
超
す
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
２
階
講
堂
が
定
員
オ
ー
バ
ー

の
た
め
、
５
階
会
議
室
に
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
を
設
け
、
合
計
３
１
７

名
の
方
々
を
招
い
て
実
施
し
た
。

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〜
フ
レ
イ

ル
予
防
で
い
き
い
き
健
康
都
市
東

京
〜
」
と
題
し
て
、
講
演
や
フ
レ

イ
ル
予
防
の
実
践
、
活
動
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

尾
﨑
治
夫
会
長
の
開
会
挨
拶
で

は
、
今
回
会
場
に

集
ま
っ
た
方
々
が

新
会
館
と
な
っ
て

初
め
て
迎
え
る
都

民
の
お
客
様
だ
と

い
う
こ
と
に
感
謝

を
述
べ
た
。
ま
た

「
会
館
は
免
震
構

造
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
講
座
開
催

中
も
安
心
い
た
だ
き
た
い
」
と
伝

え
て
都
民
の
気
持
ち
を
和
や
か
に

さ
せ
る
と
同
時
に
、
フ
レ
イ
ル
を

知
っ
て
い
る
方
の
挙
手
を
求
め
る

な
ど
、
挨
拶
か
ら
会
場
全
体
に
一

体
感
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
一
体

感
は
、
第
１
部
の
飯
島
勝
矢
教
授

の
講
演
が
始
ま
る
と
一
層
深
ま

り
、
フ
レ
イ
ル
と
は
身
体
・
心
／

認
知
・
社
会
性
の
虚
弱
を
表
す
も

の
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
に
陥
る
前

か
ら
自
分
た
ち
の
健
康
に
気
を
つ

け
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
揚
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
作
り
、
東
京
で
も
大

き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
、

自
分
た
ち
が
気
づ
き
市
民
同
士
が

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
と
い
う
飯
島
教
授
の

熱
い
想
い
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ

た
。「
健
康
長
寿
の
３
つ
の
柱
は

栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
で
あ
る

こ
と
を
市
民
同
士
が
認
識
し
合

い
、
些
細
な
衰
え
に
気
づ
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
で

第
１
部
は
終
了
し
た
。

第
２
部
で
は
実
践
を
中
心
に
、

参
加
者
全
員
が
「
指
輪
っ
か
テ
ス

ト
」
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
。
イ
レ
ブ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
も
実
際
に
施
行
し
、
自
分

の
栄
養
・
口
腔
・
運
動
・
社
会
性

／
こ
こ
ろ
の
状
態
を
把
握
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て

壇
上
で
滑
舌
マ
シ
ー
ン
を
使
用

し
、「
ぱ
・
た
・
か
」
を
そ
れ
ぞ

れ
連
続
し
て
発
声
す
る
こ
と
で
、

食
・
口
腔
へ
の
興
味
を
持
た
せ
た

（
例
え
ば
、
ぱ
っ
ぱ
っ
ぱ
っ
…
と

連
発
し
て
も
ら
い
、
唇
の
動
き
を

判
断
）。
さ
ら
に
、
椅
子
か
ら
の

片
足
立
ち
上
が
り
（
こ
れ
が
な
か

な
か
難
し
い
）
に
も
参
加
を
い
た

だ
い
た
。

最
後
に
、
す
で
に

活
動
し
て
い
る
方
々

と
し
て
、
葛
飾
区
高

齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
大
久
保
輝
行

氏
と
地
域
リ
ビ
ン
グ

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
内
田

卓
氏
が
登
壇
し
、
市

民
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
フ

レ
イ
ル
予
防
が
紹
介
さ
れ
た
。
市

民
の
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
目
指
す
活
動
や
、
お
う
ち
ご
は

ん
・
お
帰
り
ご
は
ん
に
よ
っ
て
地

域
の
リ
ビ
ン
グ
を
支
え
合
い
地
域

づ
く
り
を
し
て
い
る
活
動
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
ら
の
話
は
、

素
晴
ら
し
い
で
は
な
く「
す
ご
い
」

と
い
う
感
想
を
参
加
者
に
持
た
せ

た
。
13
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
講

演
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
2
時
間

15
分
が
過
ぎ
、
終
演
予
定
の
15
時

45
分
を
迎
え
た
。
熱
気
冷
め
や
ら

ぬ
状
態
で
、
盛
会
に
都
民
公
開
講

座
は
終
了
し
た
。

第15回 都民公開講座 上を向いて歩こう
～フレイル予防でいきいき健康都市東京～

第
１
部
・
基
調
講
演

な
ぜ
老
い
る
？ 

な
ら
ば
上
手
に
老

い
る
に
は 

〜
「
フ
レ
イ
ル
」
っ
て

一
体
何
だ
ろ
う
？
〜

講
師
：
飯
島
勝
矢
教
授
（
東
京
大

学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
）

第
２
部
・
講
演

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
紹
介

①
実
践
編
「
み
ん
な
で
や
っ
て
み

よ
う
！
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

講
師
：
飯
島
勝
矢
教
授
・
市
民
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

②
活
動
紹
介
編
「
市
民
の
手
に
よ

る
、
市
民
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予

防
」

お
話
し
：
大
久
保
輝
行
氏
（
葛
飾

区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）・

内
田
卓
氏
（
地
域
リ
ビ
ン
グ 

プ
ラ

ス
ワ
ン
）

第
１
部
・
基
調
講
演

な
ぜ
老
い
る
？ 

な
ら
ば 

 

上
手
に
老
い
る
に
は 

〜「
フ
レ
イ
ル
」っ
て

 

一
体
何
だ
ろ
う
？
〜

第
２
部
・
講
演

フ
レ
イ
ル
予
防
の

 

取
り
組
み
紹
介

飯島勝矢教授による基調講演

第 2部：活動紹介編

開会挨拶を述べる尾﨑治夫会長

フレイルサポーターによる実演「片足立ち上がり」

医 師 と 医 師 会 を 結 ぶ 情 報 紙
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今
年
度
４
回
目
の

定
例
記
者
会
見
が
、

12
月
13
日
（
火
）
に

開
催
さ
れ
た
。
ま
ず

挨
拶
に
立
っ
た
尾
㟢

治
夫
会
長
は
、
午
前

中
に
あ
っ
た
小
池
百

合
子
都
知
事
の
予
算

要
望
に
対
す
る
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席

し
た
こ
と
に
触
れ
、

そ
の
中
で
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
の
受
動
喫
煙
防

止
、
東
京
都
保
健
医

療
計
画
、
療
養
病
床

に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
。

病
院
・
医
療
機
関
に
お
け
る

受
動
喫
煙
に
つ
い
て

（
尾
㟢
治
夫
会
長
・
河
北
博
文

�
東
京
都
病
院
協
会
会
長
）

「
タ
バ
コ
」
は
健
康
問
題
で
あ

り
、受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
に
は
、

分
煙
で
は
な
く
飲
食
店
も
含
め
た

公
共
施
設
で
の
屋
内
禁
煙
が
必
要

で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都

市
は
し
っ
か
り
と
し
た
罰
則
付
き

の
受
動
喫
煙
防
止
策
が
と
ら
れ
て

お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
厚
生

労
働
省
が
「
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
」
の
た
た
き
台

を
示
し
た
。
こ
の
中
で
病
院
・
医

療
機
関
は
「
敷
地
内
禁
煙
」
と
さ

れ
て
い
る
。
東
京
都
病
院
協
会
も

受
動
喫
煙
防
止
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
理
事
会
で
決
定
し
て

東京都医師会
� 定例記者会見

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
地
域
医
療

構
想
」
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

重
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ

は
療
養
病
床
問
題
に
も
大
き
く
関

係
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
内

容
は
、
尾
㟢
会
長
が
出
席
し
た
厚

生
労
働
省
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

東
京
都
医
師
会
の
定
例
記
者
会

見
で
も
述
べ
て
い
る
。
小
泉
政
権

時
代
に
医
療
費
削
減
に
向
け
、

キ
ャ
ッ
プ
制
や
混
合
診
療
の
導
入

が
検
討
さ
れ
る
も
反
対
勢
力
が
強

く
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
化
を

狙
い
、
療
養
病
床
が
標
的
に
さ
れ

て
再
編
・
削
減
と
な
っ
た
の
が
こ

の
問
題
の
始
ま
り
で
あ
る
。
２
０

１
８
年
３
月
に
は
東
京
都
で
介
護

療
養
病
床
４
３
６
６
床
、
25
対
１

医
療
療
養
病
床
３
４
４
７
床
の
廃

止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
医
療
療
養
病
床
に
お

け
る
医
療
区
分
１
の
患
者
の
70
％

が
在
宅
等
へ
移
行
す
る
と
い
う
前

提
か
ら
試
算
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
２
０
１
７
年
３
月
の
介
護
給

付
費
分
科
会
で
提
示
さ
れ
た
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
在
宅
等
へ
の
移
行

は
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
か
ら

28
・
６
％
、
医
療
療
養
病
床
か
ら

39
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
70
％

と
い
う
数
値
と
は
大
き
く
異
な

る
。
こ
の
数
値
で
計
算
す
る
と
東

京
都
等
で
は
２
０
２
５
年
に
新
た

に
５
４
２
２
床
増
や
さ
ね
ば
な
ら

ず
、
本
来
で
あ
れ
ば
介
護
療
養
型

医
療
施
設
、
医
療
療
養
病
床
25
対

１
は
、
少
な
く
と
も
人
口
が
増
加

す
る
都
市
部
に
お
い
て
は
存
続
す

べ
き
と
考
え
る
。
地
域
特
性
を
考

慮
に
入
れ
て
今
後
も
検
討
を
重
ね

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
療
養
病
床
の
廃

止
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

あ
る
。

１
つ
は
人
材
確
保
の
問
題
で
、

在
宅
等
へ
の
移
行
が
70
％
で
あ
れ

ば
、
東
京
都
で
は
２
０
２
５
年
ま

で
に
約
３
０
０
０
人
の
訪
問
看
護

師
、
約
９
０
０
人
の
在
宅
診
療
医

が
必
要
に
な
る
。

２
つ
目
は
、療
養
病
床
の
廃
止
・

転
換
に
伴
っ
て
発
生
す
る
改
修
や

土
地
取
得
に
つ
い
て
、
東
京
都
は

最
も
地
価
が
低
い
県
と
比
べ
44

倍
、
１
人
当
た
り
居
住
室
面
積
は

最
大
の
県
に
比
べ
て
７
割
弱
と
、

東
京
都
を
含
め
大
都
市
に
つ
い
て

は
１
床
当
り
８
㎡
の
基
準
等
の
規

制
緩
和
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
療
養
病
床
の
廃
止
は

医
療
費
削
減
効
果
も
期
待
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
新
類
型
の
基
準
か
ら
医
療
費

を
試
算
す
る
と
、
新
類
型
移
行
前

後
で
ほ
ぼ
横
ば
い
か
、
医
療
機
関

の
動
向
次
第
で
は
医
療
費
増
大
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
後
迎
え
る
未
曽
有
の
超
高
齢

社
会
を
乗
り
切
る
に
は
、
質
を
担

保
し
た
上
で
、今
あ
る
物
的
資
源
、

人
的
資
源
、
制
度
等
を
有
効
に
活

用
す
る「
何
で
も
あ
り
の
総
力
戦
」

が
必
要
で
あ
る
。
療
養
病
床
問
題

に
つ
い
て
も
施
設
基
準
等
の
規
制

緩
和
、
各
地
域
の
特
殊
性
に
鑑
み

た
都
道
府
県
単
位
の
独
自
の
報

酬
や
都
単
独
事
業
と
し
て
の
東

京
都
入
院
基
本
料
の
設
定
な
ど
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。�

（
安
藤
高
夫
）

２
０
１
８
年
３
月
に
は
東
京
都
で
介
護
療
養
病
床
４
３
６
６
床
、25

対
１
医
療
療
養
病
床
３
４
４
７
床
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
特
性
を
考
慮
し
検
討
を
重
ね
る
べ
き
で
あ
る
。

東
京
都
に
お
け
る
療
養
病
床
の

あ
り
方
を
考
え
る

地区医師会長
連絡協議会報告
平成29年1月20日（金）

　

尾
﨑
治
夫
会
長
か
ら
年
頭
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。「
最
近
は
政
治
的
、

経
済
的
に
不
安
定
で
あ
る
が
、
本

紙
１
月
号
の
年
頭
所
感
で
表
明
し

た
よ
う
に
、
本
会
は
地
区
医
師
会

の
先
生
方
と
共
に
都
民
の
健
康
を

守
る
と
い
う
姿
勢
に
変
わ
り
は
な

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
平
成
28
年
度
東
京
都
医
師

会
功
労
賞
表
彰
式
お
よ
び
医
学
研

究
賞
・
グ
ル
ー
プ
研
究
賞
受
賞
記

念
講
演
会
に
つ
い
て

　

２
月
25
日
（
土
）
に
東
京
都
医

師
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。
特
別
講

演
は
田
中
啓
二
公
益
財
団
法
人
東

京
都
医
学
総
合
研
究
所
理
事
長
・

所
長
に
よ
る
「
タ
ン
パ
ク
質
分
解

と
生
命
医
科
学
研
究
」。
多
数
の

医
師
、
研
修
医
、
医
療
関
係
者
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
結
核
の
早
期
発
見
等
に
つ

い
て

　

都
内
の
日
本
語
教
育
機
関
の
学

生
が
結
核
を
発
病
し
、
同
居
者
や

通
学
先
の
学
生
な
ど
が
集
団
感
染

す
る
事
例
が
発
生
し
た
。
東
京
都

は
プ
レ
ス
発
表
を
行
う
と
と
も

に
、本
会
に
対
し
、診
察
に
あ
た
っ

て
は
典
型
的
な
症
状
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
結
核
の
感
染
も
念
頭
に

置
く
よ
う
会
員
へ
の
周
知
依
頼
が

あ
っ
た
。
結
核
患
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
東
京
都
は
全

国
に
比
べ
外
国
出
生
患
者
数
が
占

め
る
割
合
が
高
い
の
で
注
意
が

必
要
。

（
３
）
平
成
28
年
度
第
２
回
医
療

従
事
者
向
け
講
習
会
の
周
知
に
つ

い
て

　

東
京
都
で
は
、
毎
年
、
医
療
従

事
者
を
対
象
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
講
習
会

を
開
催
し
て
い
る
。
最
近
は
梅
毒

の
感
染
者
も
多
く
、
今
年
度
は
内

容
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
多
数
の
会

員
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
勧

奨
ポ
ス
タ
ー
等
の
送
付
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
受
診

率
の
向
上
を
目
指
し
、
検
診
受
診

率
が
特
に
低
い
20
代
前
半
の
女
性

を
主
な
対
象
と
し
た
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、

女
性
の
健
康
週
間
（
３
月
１
日
か

ら
８
日
）
に
あ
わ
せ
、
検
診
受
診

を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
た
の
で
、

会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い
し
た

い
。

（
５
）
東
京
都
の
各
事
業
所
産
業

医
の
活
動
実
績
に
つ
い
て

　

地
区
医
師
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

東
京
都
の
各
事
業
所
産
業
医
の
平

成
27
年
度
、
28
年
度
の
活
動
実
績

報
告
が
あ
っ
た
。

（
６
）
平
成
28
年
度
東
京
都
難
病

指
定
医
の
指
定
に
係
る
研
修
会
の

実
施
に
関
す
る
再
周
知
及
び
経
過

的
特
例
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
難
病

指
定
医
等
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
現
在
、
難
病
法
施

行
時
の
経
過
的
特
例
に
よ
り
指
定

を
受
け
て
い
る
難
病
指
定
医
お
よ

び
研
修
の
修
了
を
も
っ
て
新
規
に

難
病
指
定
医
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
を
希
望
す
る
医
師
に
対
す
る
研

修
と
な
る
。
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
研
修
を
修
了
し
な
か
っ
た

場
合
、
当
該
日
を
も
っ
て
難
病
指

定
医
の
指
定
が
失
効
し
、
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
、
難
病
医
療
費

助
成
の
申
請
に
必
要
な
診
断
書

（
臨
床
調
査
個
人
票
）
の
作
成
が

で
き
な
く
な
る
。
近
隣
の
都
道
府

県
等
が
開
催
す
る
研
修
の
受
講
も

可
能
。

（
７
）
医
療
事
故
調
査
制
度
研
修

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
５
月
に
、
都
内
の
支

援
団
体
間
の
連
携
を
図
る
た
め

に
、
支
援
団
体
連
絡
協
議
会
を
立

ち
上
げ
た
。
医
療
事
故
調
査
の
状

況
な
ら
び
に
支
援
状
況
に
関
し

て
、
情
報
の
共
有
お
よ
び
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
都
内
の
医
師

（
会
員
、
非
会
員
問
わ
ず
）
を
は

じ
め
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看

護
師
、
助
産
師
向
け
の
研
修
会
を

２
月
15
日
（
水
）
に
東
京
都
医
師

会
館
で
開
催
予
定
。

（
８
）
平
成
28
年
度
医
療
機
関
に

お
け
る
外
国
人
患
者
対
応
支
援
研

修
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
日
本
を
訪

れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
医
療
を
受

け
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
平
成
28
年
に
は
約
２
４

０
０
万
人
が
日
本
を
訪
れ
、
そ
の

４
％
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
東
京
都
福
祉

保
健
局
主
催
で
外
国
人
患
者
の
診

療
に
関
し
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
２
月
９
日
（
木
）、

コ
ン
グ
レ
ス
ク
エ
ア
中
野
で
開
催

予
定
。

（
９
）
キ
ッ
ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ

ン
ド
の
開
催
に
つ
い
て

　

２
月
５
日
（
日
）、
東
京
都
医

師
会
館
で
開
催
予
定
。
会
員
へ
の

周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

（
10
）
平
成
28
年
度
第
１
回
東
京

都
法
医
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
医

学
生
向
け
）
の
開
催
に
つ
い
て

　

登
録
検
案
医
の
確
保
お
よ
び
検

案
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

本
年
度
始
ま
っ
た
東
京
都
の
委
託

事
業
で
あ
る
。
医
学
生
と
研
修
医

を
対
象
と
し
て
い
る
。
今
回
、
東

京
都
の
死
因
究
明
、
監
察
医
務
院

の
業
務
・
研
究
と
各
大
学
の
法
医

学
教
室
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
３

月
18
日
（
土
）、
東
京
都
監
察
医

務
院
で
開
催
予
定
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
中
野
区
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
事
業
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
に

つ
い
て�

（
中
野
区
医
師
会
）

　

妊
娠
・
出
産
に
対
し
て
正
し
い

知
識
を
持
つ
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
、
紹
介
し
た
。

（
２
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
第
２
回
オ
ー
ル
多
摩
健
幸
甲

子
園
」に
つ
い
て�（
多
摩
市
医
師
会
）
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１
月
４
日
（
水
）、

東
京
都
医
師
会
館

で
、
午
後
１
時
半
か

ら
東
京
都
医
師
会
理

事
、
職
員
、
東
京
都

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
役
員
が
集
ま

り
新
年
顔
合
わ
せ
を

行
っ
た
。
午
後
２
時

か
ら
は
１
０
３
名
の

来
賓
・
関
係
者
を
招
い
て
の
仕
事

始
め
の
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
尾

㟢
治
夫
会
長
は
新
年
の
挨
拶
の
な

か
で
、
①
老
後
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
社
会
保
障
の
重
要
性
を

今
後
も
訴
え
て
い
く
、
②
今
年
は

都
議
会
選
挙
が
あ
り
、
知
事
、
職

員
、
都
議
会
議
員
が
と
も
に
東
京

都
全
体
お
よ
び
医
療
を
考
え
る
体

制
に
な
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
保

健
医
療
計
画
の
改
定
に
向
か
う
こ

と
を
望
む
、
③
疾
病
予
防
と
し
て

タ
バ
コ
対
策
に
取
り
組
み
、
ま
た

介
護
予
防
に
は
フ
レ
イ
ル
対
策
を

多
職
種
連
携
の
中
で
取
り
組
ん
で

い
く
と
述
べ
た
。
続
い
て
来
賓
の

方
々
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ
、
猪
口

正
孝
副
会
長
の
乾
杯
で
懇
談
会
が

始
ま
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
閉
会
と
な
っ
た
。

12
月
19
日
（
月
）、
恒
例
の
年

末
行
事
と
し
て
都
内
ホ
テ
ル
で
東

京
都
医
師
会
年
末
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
民
党
国
会
議
員
か
ら

石
原
伸
晃
経
済
再
生
大
臣
や
丸
川

珠
代
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
、
自
民
党

都
議
会
議
員
か
ら
内
田
茂
都
議
会

自
民
党
議
員
会
長
、
さ
ら
に
公
明

党
都
議
会
議
員
な
ど
の
方
々
も
登

壇
し
た
。
遅
れ
て
駆
け
つ
け
た
小

池
百
合
子
都
知
事
も
、
挨
拶
で
東

京
都
予
算
に
対
す
る
知
事
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

太
田
照
男
栃
木
県
医
師
会
長
の

乾
杯
の
後
、
歓
談
と
な
っ
た
。
歓

談
の
間
に
も
、
武
見
敬

三
参
議
院
議
員
や
、
東

京
都
医
師
会
が
推
薦
し

た
、
自
見
は
な
こ
参
議

院
議
員
な
ど
が
改
め
て

挨
拶
し
た
。

最
後
に
、
⻆
田
徹
副

会
長
が
挨
拶
し
、
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

新
春
恒
例
東
京
消
防
出
初
式
が

１
月
６
日
（
金
）、
江
東
区
有
明

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
防
災

で
守
る
地
域
と
み
ん
な
の
笑
顔
」

を
テ
ー
マ
に
消
防
隊
員
ら
２
７
９

０
人
、
消
防
車
等
１
４
３
台
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
５
機
、
消
防
艇
８
艇

が
出
動
し
、
パ
レ
ー
ド
、
伝
統
の

は
し
ご
乗
り
、
東
京
直
下
型
地
震

を
想
定
し
た
消
防
演
技
、
ポ
ン
プ

車
・
消
防
艇
に
よ
る
一
斉
放
水
な

ど
を
行
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
猪
口
正
孝

副
会
長
が
出
席
し
た
。
高
橋
淳
消

防
総
監
は
「
震
災
、
台
風
、
市
街

地
火
災
な
ど
の
大
規
模
な
複
合
災

害
や
テ
ロ
に
万
全
の
準
備
を
行

い
、
救
急
車
に
よ
る
安
全
安
心
の

搬
送
体
制
を
確
保
す
る
」
と
の
訓

示
を
行
い
、
小
池
百
合
子
都
知
事

は
「
東
京
消
防
庁
は
災
害
対
応
能

力
の
強
化
に
努
め
て
き
た
。
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

必
ず
起
こ
る
と
想
定
す
る
の
が
危

機
管
理
の
要
諦
で
、
被
害
を
減
ず

る
た
め
に
は
自
助
共
助
も
大
切
で

あ
り
、
都
民
と
防
災
行
動
力
を
高

め
て
い
き
た
い
。
救
急
車
の
出
動

件
数
が
増
え
る
中
、
適
正
利
用
な

ど
を
進
め
、
救
命
率
を
高
め
て
さ

ら
な
る
安
心
に
つ
な
げ
た
い
」
な

ど
と
告
辞
を
行
っ
た
。

い
る
。

東
京
都
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て

�
（
猪
口
正
孝
副
会
長
）

平
成
30
年
度
東
京
都
保
健
医
療

計
画
の
改
定
に
向
け
て
、
救
急
医

療
に
お
い
て
は
施
策
、
質
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
す
る
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
創
設
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
の
地
域
割
り
に
基

づ
く
組
織
体
制
の
付
加
を
提
言
し

た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
特
性
を
考

慮
し
た
搬
送
ル
ー
ル
の
構
築
、
救

命
救
急
専
門
医
の
教
育
に
つ
い
て

提
言
し
、
都
の
防
災
ヘ
リ
を
利
用

し
た
全
国
初
の
24
時
間
体
制
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
要
望
し

た
。
二
次
救
急
に
つ
い
て
は
病
院

救
急
車
の
活
用
シ
ス
テ
ム
を
全
都

化
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

災
害
医
療
に
つ
い
て
は
、
二
次

医
療
圏
単
位
の
災
害
医
療
体
制
の

見
直
し
と
将
来
の
災
害
医
療
を
見

据
え
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
創
設
を

要
望
し
た
。

療
養
病
床
に
つ
い
て

�

（
安
藤
高
夫
理
事
）

平
成
30
年
３
月
31
日
で
介
護
療

養
病
床
、
25
対
１
医
療
療
養
病
床

が
廃
止
と
な
り
、
療
養
病
床
の
再

編
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実

的
に
は
今
あ
る
資
源
、
制
度
を
有

効
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
介
護
療
養
病
床
、
25
対
１

医
療
療
養
病
床
の
存
続
、
施
設
基

準
の
規
制
緩
和
、
国
有
地
、
都
有

地
の
定
期
借
地
等
に
よ
る
有
効
活

用
、
地
域
格
差
を
考
慮
し
た
東
京

都
独
自
の
入
院
基
本
料
の
設
定
を

提
案
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
無
資
格
者
に

よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
術
に
関
す
る

質
問
が
な
さ
れ
た
。
東
京
都
医
師

会
と
東
京
産
婦
人
科
医
会
は
母
体

保
護
法
の
遵
守
と
適
正
な
運
用
を

は
か
る
べ
く
周
知
、
指
導
を
行
っ

て
き
た
。
今
回
の
こ
と
が
事
実
で

あ
れ
ば
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
現

在
、
詳
細
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ

る
た
め
、
事
実
確
認
の
上
、
厳
正

に
対
応
す
る
と
述
べ
た
。

平
成
28
年
最
後
の
定
例
記
者
会

見
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
記
者
会

見
の
あ
と
８
階
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
懇
親
会
が
催
さ

れ
た
。

消
防
隊
員
ら
２
７
９
０
人
が

参
加
し
盛
大
に
開
催

■
参
加
メ
デ
ィ
ア

日
本
医
事
新
報
社
、
社
会
保

険
研
究
所
、
社
会
保
険
実
務

研
究
所
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
じ

ほ
う
、
日
本
医
療
企
画
、
医

薬
経
済
社
、
エ
ム
ス
リ
ー
、

Ｃ
Ｂ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
、
読
売
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
日
本
テ
レ

ビ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
Ｍ
Ｘ
テ

レ
ビ�

（
敬
称
略
）

日曜劇場 『A LIFE～愛しき人～』
TBSテレビにて毎週日曜
よる9時から放送中

出演：木村拓哉、竹内結子、松山ケンイチ、
　　　木村文乃、菜々緒、及川光博、浅野忠信

後援：東京都医師会

　愛、欲望、友情、嫉妬、プライドが渦巻く中、決して諦めることなく不器用ながら一途に
患者と向き合う職人外科医・沖田一光。彼の生き様は、病院で働く人 に々問いかけてい
く。「本当の医療とは何なのか」と…。
　「愛しい人の命」「たったひとつの人生」を巡り、木村拓哉演じる職人外科医・沖田一光
と彼を取り巻く医師・看護師たちが病院を舞台に繰り広げるヒューマンラブストーリー。

東
京
都
医
師
会
▪
仕
事
始
め

横倉義武日本医師会長

平
成
28
年
度�

東
京
都
医
師
会
年
末
懇
親
会

東
京
消
防
出
初
式
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MediCareNote（メディケアノート）

目
黒
区
を
地
図
で
見
た
時
、

そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
清
水
池
公
園

と
い
う
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
が
で

き
る
珍
し
い
公
園
が
あ
り
ま

す
。最
寄
り
の
駅
は
と
い
う
と
、

東
横
線
の
学
芸
大
学
駅
か
目
黒

線
の
武
蔵
小
山
駅
に
な
る
の
で

し
ょ
う
が
、
ど
ち
ら
か
ら
で
も

徒
歩
で
15
分
以
上
か
か
り
、
ア

ク
セ
ス
は
決
し
て
良
い
と
は
言

え
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

公
園
の
真
ん
中
に
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
清
水
池
が
あ
り
、

そ
こ
に
ヘ
ラ
ブ
ナ
が
放
さ
れ
て

い
て
、
誰
で
も
無
料
で
ヘ
ラ
ブ

ナ
釣
り
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
釣
り

堀
で
は
な
い
の
で
、
貸
し
竿
や

餌
の
販
売
な
ど
の
施
設
は
な

く
、
皆
さ
ん
自
前
の
竿
に
、
う

ん
ち
く
を
語
ら
せ
た
ら
何
時
間

で
も
語
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
と

餌
で
真
剣
に
釣
り
を
し
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
は
幾
つ
か
あ
り
ま

す
。
釣
れ
た
ヘ
ラ
ブ
ナ
は
玉
網

を
使
っ
て
掬
っ
て
、
ノ
ー
フ
ラ

シ
（
魚
を
傷
め
な
い
よ
う
に
、

ビ
ク
の
よ
う
な
も
の
に
魚
を
入

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
）
で
、
す

べ
て
リ
リ
ー
ス
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
竿
も
使

用
で
き
ま
す
が
、
釣
り
座
の
後

ろ
を
子
供
が
通
る
こ
と
も
あ
る

の
で
気
を
付
け
て
竿
を
振
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん

リ
ー
ル
竿
は
使
用
禁
止
で
す
。

釣
果
は
と
言
い
ま
す
と
、
私

の
見
た
と
こ
ろ
で
は
以
前
に
比

べ
て
魚
を
釣
り
上
げ
て
い
る
人

の
姿
が
か
な
り
頻
繁
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
釣
り
を
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
も
、
釣
り
人
と
一
緒
に
ウ

キ
の
動
き
を
見
て
い
る
だ
け
で

釣
り
を
し
た
気
分
が
味
わ
え
る

公
園
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
立

ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

�

（
目
黒
区
医
師
会
・
伊
藤
雄
介
）

108 渋
谷
区
医
師
会
で
は
、
在
宅
療

養
多
職
種
研
修
会
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導

入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
多
職
種
連
携
に
関

す
る
実
験
的
検
討
を
行
っ
た
。
行

政
を
含
む
多
職
種
総
勢
78
名
を
８

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：

MediCareNote

（
Ｍ
Ｃ
Ｎ
）
を
介

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
多
職
種
連
携
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
Ｇ
Ｗ
）
を
行
っ
た
。

Ｍ
Ｃ
Ｎ
は
、
在
宅
療
養
推
進
基

盤
整
備
事
業
（
多
職
種
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
事
業
）
に
基
づ
き
渋

谷
区
医
師
会
地
域
包
括
医
療
部
が

㈱
Ｌ
ｏ
ｇ
ｂ
ｉ
ｉ
と
共
同
で
構
築

し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
多
職
種

連
携
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
ホ
ー
ム
画
面
お
よ
び
主

機
能
で
あ
る
療
養
者
メ
モ
入
力
画

面
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
®
や

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
®
な
ど
の
既
存

の
交
流
サ
イ
ト
と
同
様
の
感
覚
で

入
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
録

者
の
監
視
機
能
と
削
除
機
能
と
を

安
全
弁
と
し
て
備
え
、
さ
ら
に
、

シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
設
け

る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
各
自
の
端

末
に
は
デ
ー
タ
は
保
存
さ
れ
ず
、

ま
た
、
各
事
業
所
の
デ
ー
タ
サ
ー

バ
ー
シ
ス
テ
ム
と
も
独
立
し
た
運

用
が
可
能
な
た
め
、
個
人
情
報
保

護
お
よ
び
事
業
所
デ
ー
タ
保
護
の

観
点
か
ら
も
安
心
し
て
安
全
に
使

用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
多
職
種
連
携
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

今
回
は
、
複
数
台
の
ポ
ケ
ッ
ト

Ｗ
ｉ

─

Ｆ
ｉ
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
70
名
強
が
同
時
に
良
好
に
Ｍ
Ｃ

Ｎ
に
接
続
で
き
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｎ
操
作

説
明
を
含
め
、
会
場
の
全
端
末
を

Ｍ
Ｃ
Ｎ
が
使
え
る
環
境
整
備
に
要

し
た
時
間
は
約
25
分
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｗ
が
開
始
さ
れ
る
と
多
数
の
発

言
が
次
々
と
入
力
さ
れ
だ
し
た
。

Ｇ
Ｗ
終
了
後
は
８
台
の
共
用
レ
ン

タ
ル
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
®
に
入
力
さ
れ
た

Ｍ
Ｃ
Ｎ
をMicrosoft�Excel®

（
以

下
：
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
に
変
換
し
、

発
言
キ
ー
ワ
ー
ド
、発
言
者
職
種
、

発
言
内
容
別
に
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
機
能

を
用
い
て
電
子
的
に
分
類
し
た
。

こ
の
変
換
作
業
に
約
15
分
を
要
し

た
。
今
回
初
の
試
み
と
な
っ
た
Ｍ

Ｃ
Ｎ
を
用
い
た
多
職
種
連
携
運
営

に
対
す
る
感
想
は
良
好
で
あ
り
、

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
多
職
種
連
携
ネ
ッ

多
職
種
研
修
会
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
多
職
種

連
携
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
応
用

�

渋
谷
区
医
師
会
理
事��

内
藤 

淳

ト
ワ
ー
ク
発
展
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
た
。

現
在
、
多
職
種
の
各
職
種
は

個
々
に
専
門
性
が
高
度
に
進
化
し

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
は
十
分
に
療
養
者
利
益
に
資
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

国
が
掲
げ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
拡
充
し
、
療
養
者
利
益
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
現
在
欠
け

て
い
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
で
あ
る
。
一
般
に
、

多
職
種
Ｇ
Ｗ
で
は
多
職
種
間
で
発

言
を
出
し
に
く
い
雰
囲
気
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｎ
を
介

す
る
こ
と
で
よ
り
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
実
際
の
在
宅
療
養
に
お
い
て

も
Ｍ
Ｃ
Ｎ
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り

緊
密
な
連
携
が
図
れ
る
こ
と
が
十

分
に
期
待
さ
れ
る
。
渋
谷
区
医
師

会
で
は
、
今
後
は
行
政
と
も
密
に

連
携
を
と
り
つ
つ
Ｍ
Ｃ
Ｎ
多
職
種

連
携
を
区
内
に
拡
充
さ
せ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

趣 味 の 散 歩

都会の一角で
ヘラブナ釣りを楽しむ

清水池公園

　

昨
今
で
は
一
般
臨
床
医
の
９
割
近
く
が
漢
方
薬
を
日
常
的
に

使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
漢
方
薬
を
学
ぶ
機
会
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
数
あ
る
漢
方
製
剤
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
択
す

べ
き
か
自
信
を
持
て
な
い
先
生
方
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
書
は「
漢
方
薬
の
使
用
頻
度
が
高
い
」ま
た
は「
漢
方
薬
の

効
果
が
得
ら
れ
や
す
い
」疾
患
・
症
状
を
取
り
上
げ
、
患
者
と
漢

方
薬
の
相
性
が
ひ
と
目
で
わ
か
る「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」と「
処
方
一

覧
表
」を
配
し
、
処
方
す
べ
き
漢
方
薬
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
漢
方
医
学
に
つ
い
て
最
低
限
知
っ
て
お
き
た
い
知
識

の
解
説
や
、
主
要
漢
方
薬
の
証
、
適
応
症
、
副
作
用
を
ま
と
め

た「
便
覧
」も
付
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
だ
が
中
身
の
濃
い

参
考
書
で
あ
る
。

発
行
▼
南
江
堂

価
格
▼
２
８
０
０
円（
税
別
）

マトリックスでわかる！
漢方薬 使い分けの極意
渡辺賢治 著

メモ　
チャットで経過を、スマホで
写真を撮って共有できる

知ってますか？

「虚弱」を意味するfrailtyを語源とし
て、日本老年医学会が提唱した概念。
加齢に伴って心身の活力（筋力、認知
機能、社会とのつながりなど）が低下
した状態を意味する。非可逆的な変化
ではなく、食事や運動などの適切な介
入により、生活機能の維持・向上が可
能である。フレイルの一次、二次予防
で高齢者のQOLの向上を図ることが
求められる。

フレイル
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杉本 毅

大谷義夫

豊島区医師会 元会員

豊島区医師会

　何時の頃からか、多分2、3年前からだろうか、トコヤへ行かな

くなった。といって調髪（何となく古い言葉）していない訳ではない。

近くのヘアサロンへ行きだしたのである。

　前は歩いて5分くらいの理髪店へ行っていた。目立たない通りの

目立たない場所にある。

　それが店は少し薄暗くていつも暇で大抵私一人である。それに比

べてヘアサロンは明るくて感じがいい。

　決定的なことはそこの女性オーナーがFacebook仲間だったこと

である。そんな関係で一度行ってみた。

　他に従業員もいてスムーズに仕上げてくれた。調髪はオーナーだ

し、話も途切れない。

　髪も七三に分けていたが、一度はパーマで短く仕上げてくれたこ

ともあった。希望通りである。

　意外なことがいい。例えば、洗髪に屈まなくていいとか…。近い

ので予約も入れやすいとか。そろそろかと聞いてみたり。

　昔はこの1時間ばかりの間に結婚式の祝辞とか、乾杯時のあいさ

つなどを考えたりもしたが、この年になるとそういう用事も無く

なってしまった。

　前の理髪店もどうなったかと気がかりではあるが、通る道筋では

ないので分からない。

　散歩かたがた前を通ってみるかとも思うが、もしばったり店主と

でも顔を合わせたりしては具合が悪い。

　男性の皆さんはトコヤ派ですか、それともヘアサロン（パーマや）

ですか。� （豊島区医師会会報�2016年3月131号から抜粋）

　この水中写真は、沖縄の慶良間国立公園の渡嘉敷島という人口約

700名の小さな島の周囲で、スキューバダイビングにて撮影したも

のです。研修医が終了した20歳代後半から渡嘉敷の海に通い、25

年たった現在も素晴らしい海です。スキューバダイビングはスポー

ツとは言っても、他人と競争するわけではないので、楽しい遊びで

す。水中を浮いているだけで、リラックスでき、たまにイルカやマ

ンタに遭遇すると、子供のようにはしゃいで喜んでしまいます。最

近では、妻および高校生と中学生の娘2人もダイビングにはまって、

海の話で食卓は盛り上がります。また、10歳代から80歳代の方々

とダイビングを通じて交流できるのも楽しみの1つです。

　忙しい臨床に追われる日々の先生方のストレス発散法はそれぞれ

異なるかと思いますが、もし水中にご興味がございましたら、この

世界にも足を踏み入れていただければ幸いです。もちろん、臨床も

研究も楽しいですが、またもう1つの楽しい世界です。

� （豊島区医師会会報�2016年3月131号から抜粋）

ふれあいポスト 各地区会報から

トコヤ
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

診
療
所
の
小
児
科
医
は
予
防
接
種
で
忙
し

い
。
風
邪
な
ど
の
病
気
の
子
ど
も
と
同
じ
人
数

を
接
種
し
て
い
る
。﹁
予
防
接
種
後
進
国
﹂
と

言
わ
れ
た
と
き
﹁
病
気
：
予
防
接
種
﹂
は

﹁
10
：
１
﹂で
あ
っ
た
。今
は
診
療
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
多
く
を
予
防
接
種
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
多

く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
予
防
接
種
の
お
か
げ
で

重
大
な
病
気
に
な
ら
な
い
で
済
ん
で
い
る
。
今

後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
予
防

接
種
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
小
児
科
医
は
正
し

い
情
報
を
伝
え
る
責
任
が
あ
る
。
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
光
を
照
ら
し
た
予
防
接
種
、
非
常
に

希
で
あ
る
が
影
も
あ
っ
た
。
こ
の
影
を
乗
り
越

え
て
、
よ
り
安
全
な
予
防
接
種
と
な
っ
た
の
が

現
在
の
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
安
全
を
追
求

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
影
は﹁
予
防
接
種
に
お
け
る
間
違
い
﹂

で
あ
る
。
２
０
１
６
年
に
国
立
感
染
症
研
究
所

感
染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
は
﹃
予
防
接
種
に
お
け

る
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
﹄
の
改
訂
版
の
小
冊

子
を
出
し
た
。
内
容
は
ご
も
っ
と
も
の
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
で
あ
る
。
わ
か
っ

て
い
て
も
犯
し
て
し
ま
う
過
ち
は
な
ぜ
？

　

そ
の
疑
問
の
一
つ
に
、
科
学
的
根
拠
が
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。
接

種
年
齢
、
接
種
量
、
接
種
回
数
、
接
種
間
隔
な

ど
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

決
ま
り
に
な
っ
た
の
か
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
説
明
を
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
な

い
。
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
は
日
本
で
は
10
歳
を

過
ぎ
る
と
０
・
２
５
cc
か
ら
０
・
５
cc
に
変
わ

る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
全
年
齢
で
０
・
５
cc
で

あ
る
。
国
が
指
示
し
た
方
法
を
﹁
守
れ
﹂
で
は

限
界
が
あ
る
。
医
学
は
﹁
な
ぜ
﹂
か
ら
発
達
し

て
き
た
。
予
防
接
種
に
も
考
え
る
余
地
が
ほ
し

い
も
の
だ
。	

（
鈴
木	

洋
）

無 声 拝 聴 感
染
症
豆
知
識

予防接種の光と影
　我が国では戦後昭和27年に予防接種法が制定され、その後改
正を繰り返してきているが、新開発や改良されたワクチンが実
用化されるためには、小規模のテスト接種から始めて、全国的な
研究班による数百人以上の接種試験を行い、さらに必要な全量
を国産で賄えるようにした上で定期接種として採用されてきた。
　その理由は、安全性を重視するとともに、輸入に頼っている
とその国の事情で輸入が止まった時に困るからであった。輸入
するワクチンについても、この安全性のテストがきちんと行わ
れたのはHibワクチンであった。
　ヒトパピローマワクチンについては、国内での接種試験が行
われないまま採用になったが、注射局所の痛みが強く、しかも
持続する例がでたことから、積極的勧奨が中止されたままになっ
ている。
　予防接種による感染症予防の重要性は申すまでもなく、今後
も現行ワクチンの改良や新ワクチンの実用化が世界で続けられ
ることが期待される。南米やアフリカ等で問題になっている重
症感染症に対するワクチンは未開発が多いが、これらの疾患が
我が国に持ち込まれることはあっても、流行に至る恐れは少な
いのが現状である。
　我が国のこれからの予防接種体制としては、必要な新ワクチ
ンが開発された場合でも必要量を国内で生産する必要はなく
なっているが、採用前の試験接種は小規模でもよいのでぜひ行
うようにして欲しい。	 （文責：平山宗宏）

我が国の予防接種の課題

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

日時▶3月11日（土） 14時30分～18時20分
会場▶新宿明治安田生命ホール
プログラム1▶「学術及び臨床研究発表」（東京内科医会会員発表）
プログラム2▶教育講演①｢高血圧と慢性腎臓病：最近の進歩（仮）｣講師：
柴田 茂（帝京大学医学部内科学講座 准教授）②「慢性腎臓病患者の糖尿病治療戦
略～透析まで行かせないCKD診療～」講師：阿部雅紀（日本大学医学部腎臓高
血圧内分泌内科 主任教授）
参加費▶3,000円
取得単位▲日本医師会生涯教育制度2単位、日本内科学会認定総合内科専
門医更新単位2単位（申請中）

問
合
先 東京内科医会　TEL：03-3259-6133

東京内科医会 第30回医学会

日時▶3月29日（水） 16時～18時05分　　会場▶順天堂大学センチュリータワー
講演▶①「定年を迎える喜び」岡田隆夫（順天堂大学大学院医学研究科器官・細胞生理学）②
「脂肪肝を考える」渡邊純夫（順天堂大学大学院医学研究科消化器内科学）③「魅惑の産婦人
科学」竹田 省（順天堂大学大学院医学研究科産婦人科学）④「大腸癌に対する腹腔鏡手術の
更なる進化を求めて」福永正氣（順天堂大学大学院医学研究科肝・胆・膵外科学）⑤「順天堂
における我が歩み」饗庭三代治（順天堂大学大学院医学研究科総合診療科学）⑥「アナフィラ
キシーショック、痛みと漢方」光畑裕正（順天堂大学大学院医学研究科疼痛制御学）
会費▶無料（申込み不要 ※医師以外も参加可能）

問
合
先 順天堂医学会　TEL：03-5802-1586　E-mail：j-igaku@juntendo.ac.jp

第341回 順天堂医学会学術集会
教授定年退職記念講演会

開催日・内容▶①4月8日（土）「携帯可能な超音波による患者全身診断」中田典生（放
射線科 准教授）②5月13日（土）「口腔と全身の健康」林 勝彦（歯科 教授）③6月10日（土）
「乳腺疾患について」鳥海弥寿雄（外科 准教授）④7月8日（土）「低侵襲大動脈弁置換術
の現況と将来展望」坂東 興（心臓外科 教授）⑤9月9日（土）「脳卒中治療アップデート」
石橋敏寛（脳神経外科 准教授）⑥11月11日（土）「炎症性腸疾患の診断と最適な治療選択」
猿田雅之（消化器・肝臓内科 教授）⑦平成30年2月10日（土）「乾癬性関節炎の診断と治療」
中川秀己（皮膚科 教授）⑧平成30年3月10日（土）「誤嚥性肺炎について」中山勝敏（呼吸
器内科 准教授）　　（注）一部変更する場合があります。
時間▶第2土曜日 16時～18時　　会場▶慈恵大学病院 中央棟会議室（8階）
取得単位▶日医生涯教育制度2単位

申
込
・
問
合
先

慈恵医大生涯学習センターまたは慈恵医師会
TEL：03-3433-1111（内線2634・2636）

平成29年度 慈恵医大月例セミナー

問
合
先
（公財）日本国際医学協会事務局　TEL：03-5486-0601

URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶3月16日（木）18時～20時　　会場▶学士会館
〔第1部〕講演①「グローバルヘルスの潮流と日本への意義」江副 聡（厚生労働
省 大臣官房 国際課国際保健企画官 課長補佐）②「「システム×グローバル」の時代を
どう生きるか？」渋谷健司（東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学教室 教授）
〔第2部〕感想「リーダーのための交渉・コミュニケーション術：“納得”の
導き方」島田久仁彦（株式会社KS International Strategies代表取締役社長兼CEO）
会費▶会員5,000円、非会員6,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位取得予定（CC：11、13）、（公財）日本
薬剤師研修センター認定薬剤師制度1単位

第428回国際治療談話会例会「国際保健」

問
合
先 東京内科医会　TEL：03-3259-6133

日時▶3月25日（土） 15時45分～18時
会場▶順天堂大学医学部 10号館1階105 カンファレンスルーム
担当▶後藤明彦（順天堂大学血液内科 先任准教授）、下 泰司（順天堂大学脳神経内科 
先任准教授）
プログラム▶症例検討2題、ミニレクチャー2題
会費▶無料　　取得単位▶日医生涯教育制度1単位（申請中）

東京内科医会 第206回臨床研究会
（症例検討とミニレクチャー）

ただし、就学のために住民票を別にしている家族がいる場合は、
「国民健康保険法第116条該当届㊫」の提出により、家族として加入できます。

就学以外の理由で、同一世帯ではなくなった場合には、
資格を喪失していただくことになります。

各種届出に必要な書類は、所属地区医師会・大学医師会にございます

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）

医師国保からのお知らせ

家族の加入について
家族として加入できるのは、住民票上同一世帯の方のみです。
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日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

友　
　

安　
　
　
　

茂

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー	

　
　

泌
尿
器
科
教
授

巴　

		

ひ	

か	

る		

先
生

社
会
福
祉
法
人
三
井
記
念
病
院

　
　

産
婦
人
科
医
長

中		

田			

真		

木		

先
生

尿
失
禁
の
診
断
と
治
療

日	時　平成29年3月9日（木）
場	所　新宿明治安田生命ホール
　　　  新宿区西新宿1-9-1
　　　  TEL:03-3342-6705（ ）
日本医師会生涯教育制度	合計 2単位
カリキュラムコード　65、67
日本内科学会認定
　総合内科専門医更新単位		2 単位

共催 東 京 都 医 師 会
小 野 薬 品 工 業 株 式 会 社

婦
人
科
疾
患
と
尿
失
禁
・

 

排
尿
の
不
具
合

中
田
真
木 
先
生

膀
胱
・
尿
道
は
骨
盤
底
に
位
置
し
、

内
性
器
に
接
し
て
い
る
。
女
性
の
下
部

尿
路
機
能
障
害
の
成
因
と
し
て
、
妊
娠

出
産
に
よ
る
骨
盤
底
の
支
持
組
織
の
傷

み
や
神
経
の
機
能
低
下
、
子
宮
筋
腫
や

子
宮
腺
筋
症
な
ど
に
よ
る
膀
胱
・
尿
道

へ
の
圧
迫
や
牽
引
な
ど
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
子
宮
摘
除
術
は
骨
盤
臓
器

の
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
変
化
さ
せ
、膀
胱
・

尿
道
の
働
き
を
撹
乱
し
排
出
障
害
や
尿

漏
れ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

比
較
的
若
い
年
代
に
お
い
て
も
女
性

の
腹
圧
性
尿
失
禁
は
珍
し
く
な
い
。
腹

圧
負
荷
時
の
尿
漏
れ
が
毎
日
起
こ
る
女

性
は
、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
の

そ
れ
ぞ
れ
３
・
３
％
、
４
・
９
％
、
５
・

６
％
に
の
ぼ
る
（
本
間
ら
報
告
、
２
０

０
３
年
）。
出
産
し
た
女
性
の
身
体
活

動
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
骨
盤
底

筋
訓
練
や
尿
失
禁
手
術
は
も
と
よ
り
、

妊
娠
分
娩
の
適
切
な
ケ
ア
と
婦
人
科
疾

患
へ
の
適
切
な
介
入
に
よ
り
腹
圧
性
尿

失
禁
の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

女
性
の
尿
失
禁 

～
診
断
と
治
療
～

巴 

ひ
か
る 

先
生

　

尿
失
禁
は
加
齢
と
と
も
に
罹
患
率
が

上
昇
し
、
20
歳
以
上
の
女
性
の
25
％
、

40
歳
以
上
の
40
％
以
上
が
経
験
す
る

が
、
受
療
率
は
30
％
前
後
と
低
い
。

　

腹
圧
性
尿
失
禁
は
女
性
に
最
も
多
い

尿
失
禁
で
約
50
％
を
占
め
、咳
・
く
し
ゃ

み
や
運
動
時
に
腹
圧
が
尿
道
内
圧
を
上

回
る
こ
と
で
起
き
る
尿
漏
れ
で
あ
る
。

妊
娠
・
出
産
、
肥
満
な
ど
に
よ
り
骨
盤

底
が
脆
弱
化
し
、
膀
胱
尿
道
過
可
動
や

尿
道
括
約
筋
不
全
と
な
り
起
き
る
。

　

切
迫
性
尿
失
禁
は
が
ま
ん
で
き
な
い

突
然
の
尿
意
と
と
も
に
起
き
る
尿
失
禁

で
あ
る
。
お
も
な
原
因
は
過
活
動
膀
胱

（overactive	bladder

：
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
で
、

尿
意
切
迫
感
に
よ
り
昼
夜
頻
尿
と
な

る
。
骨
盤
臓
器
脱
の
過
半
数
で
Ｏ
Ａ
Ｂ

を
合
併
す
る
。
女
性
の
Ｏ
Ａ
Ｂ
で
は
過

半
数
で
切
迫
性
尿
失
禁
を
伴
い
、
著
し

く
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
損
な
う
。

　

腹
圧
性
尿
失
禁
と
切
迫
性
尿
失
禁
を

有
す
る
尿
失
禁
を
混
合
性
尿
失
禁
と

呼
び
、
中
高
年
で
増
加
す
る
。
治
療

は
有
意
な
尿
失
禁
に
対
し
て
優
先
的

に
行
う
。

学術映画

『 バアちゃんの世界
 ～その手のひらの温もりは世界一の贈り物～ 』
監修：京都大学医学部附属病院神経内科講師	 武地	一	先生

『 糖尿病治療におけるチーム医療のすすめ 』
監修：後藤	由夫	先生	 （日本臨床内科医会推奨 VTR）

午後1時30分〜4時30分講　演

午後1時00分〜1時30分
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　東京医科大学医師会は平成5年12月に設立されました。以前は

新宿区医師会に所属していましたが、東京都医師会よりご相談が

あり大学医師会としてご協力することになり、現在に至っていま

す。東京医科大学医師会は大学、新宿病院、八王子医療センター

の勤務医313名で活動しています。特に東京医科大学の新宿病院

は東京都庁に隣接する立地条件により、大災害時における東京都

災害医療計画の一環として、東京消防庁の指導のもと、災害時医

療救援マニュアルに準じ総合防災訓練を実施しています。大都市

型の医療圏である一方、近代的高齢社会の医療を担う土地柄でも

あり、地区医師会の皆様と共に大学医師会を発展させる使命を負っ

ているのも事実です。

　東京医科大学医師会では東京都医師会との共催による産業医研

修会を開催し、常に300名以上の受講者の参加を得ています。時

代のニーズに応えられるようなテーマを毎年実施しており、昨年

（平成28年12月17日開催）は、職場の感染症対策、有機溶剤・

特定化学物質取扱い業務における産業医のポイント、職場での血

圧管理・タバコ対策およびストレスチェック制度における留意点

などをテーマに行いました。健康スポーツ医研修会も健康増進事

業の展開を目的として東京都医師会の後援のもと、日本医師会

認定健康スポーツ医を対象に、実習と演習を少人数で実施してい

ます。

　特に昨今の医師の現状を考慮し、医学生・研修医の時期より男

女共同参画に重点を置き、生涯にわたり活躍できる女性医師の支

援の一環として環境整備、講演会を積極的に展開しています。さ

らに、大学病院としての高度医療を推進するべく、若手医師の育

成が大学医師会の使命でもあり、今後とも積極的な活動を推進し

たいと考えています。

　東京医科大学は平成28年に創立100周年を迎え、研究教育棟（自

主自学館）や新病院の建設を進め、新たな100年を迎える準備を

しています。これらの医療環境のハード部分の整備を進めるとと

もに、若手医師の教育・研究・診療のソフト面を支援することが

できる医師会として、東京都医師会、地区医師会ならびに大学医

師会の皆様方にはさらなるご協力をよろしくお願いいたします。

地区医師会長からの一言
東京医科大学医師会の現況
（東京医科大学創立100周年を迎えて）
東京医科大学医師会長　大屋敷一馬

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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